


中道遺跡の環境と発掘調査の経過

立地 （第 1図） 長岡市を東西に分けてi,i謀川が北へ流れている っ中道辿跡がある栖，片川は、信

濃川右岸で、通称「東111Iの山麓に位閥している ．， 栖古町は東1月からの谷 11扇状地が広がり、特に東山と

悠久山との間は而の扇状地となっている ，1リ丘追跡も人きくは栖，片川右料の扇状地に，）地するが、遺跡

は北に沢が人り 、 I Y~が栖，仔川へ緩く鮒斜して、あたかも舌状台地のように！月間より •段，凋くな っている。

椋，情は約67.S~?Om 、 現状は水川である

栖吉の歴史 （第 11:.:<ll 栖古町には栖占城をはじめ、1Jii11 lj直跡、人:IIJJ神辿跡、栖 ，片追跡（以,-.、 縄久

時代）、松飽遺跡（縄文 .,1,111:) 、人行寺追跡、 ：貫梨J:(t雄、 ：貫梨館跡（以 I・.ヽ111111:)、それに今ju]発

掘調任を行った中逍辿跡などがある 松岱遺跡は縄文時代吊期後'fの上器が出卜し、今のところ市内の東

山沿いでは蚊も古い ，その後、前期の後'!':には:貫梨墳様で、中期には松虻や中近で、後期は中道、晩期

には松偲 ・人明神 .,1リ丘に集落を1芯んでいる 弥生時代には悠久J[Jの尾恨 I・.に高地性集格の I約[~.乍追跡が

ある そして、中[II:には東山の「「．陵 l:にある栖古城を中心に、各種の遺跡がl民間している

調査に至るまで 中迅追跡の発掘調在は団体党 I:地改良総合圃場柩備れ業栖，1.:1H部地区 (・J,業 j:体：

長¥,(;jiii農業協¥,i]組合）の，：[・phjに伴って実施したものである ，J恥朽は ']i業」こ休名と協議のうえ、rl'ri¥れなどの

•ji:•[,'iから平成 6 年度から 3 カ年で発掘を、発掘後の -v-成 9 年 1文に報{';淋を「:u行する］う定で行うことにした

中心且跡の推定[(Iifれは約15,OOOrn、第 1次発掘，｝加朽はそのうちの3,700mを対依に行った ，そして、報内

,1「「lj1 j前に各年次ごとの調介概吸を報侶することとし、本，りはその初 1次，ti恥朽分である なお、1「HI場整備

・11: 菜，訃訓地の追跡確認，f),',j介は‘＼勺成 3年 ・4年度に行った，

第 1図 中道遺跡の位置 (1/10000、1/50000) 
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発掘調査 中道辿跡の第 1次発掘調在は、平成 6年6月

6 11に水田耕作 I:をバックフォーで除ムする作業から始まり 、

10月下旬までの約 5カ）］間行った。その後は、市役所炸町分

宇で出 I:品などの柩理作業を行ったっ

大まかな調府の手順は、①地山面までの追物包含料を発掘、

②地II I ITliで黒色になっている略穴（鳳1;-跡などの辿構検出、 ③

追構の発掘、④辿構の'1;真撮影、⑤辿構のil¥l):1tである ヒス

イの人珠や石棒 ・ , ~偶などが出 1一．した場合は、その状況を図

面や＇ゲ真で記録する また、追構の測：化は桔本的には測砧業

ャfのT板測岱によるが、 L:.貯断Itりや次の発掘作業で削り取ら

れる追椛：の平面はそのつど調介且と作業員でill.I):化するように

した 追跡全体における追構の配閥状況は図1(riのほか、空中

からの'lj真とで把握するようにした

なお、調在は追跡令休を人:(20 X 20m) • 小 (2X2m)

のグリットに凶11Jjして発掘を進めた グリノトは磁北に合わ —~---_, 
せて設定した ） 柱穴の発掘

包含層の発掘

s. 

． 
Y
'ノ

＜
 

]
為
fK'・

[
 

ら

m
9A
ク，＇

l̀ 』̀

~ 
-

『ゞ
ヽ

‘

-

フラスコ状ピット内の石棒出土状況 遺構の測量

E
 

|

|

」

-

D
 

c
 

Ill 

FP: フラスコ状ピッ ト

sx: 地下式横穴

SE: 井戸

VII 

O 10m 
I I 

第 2図 第 1次発掘調査の遺構全体図 (1/1000) 
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縄文時代の遺構・遺物

第 1次発掘，V,いがで発見された縄文時代の卜な施設の痕跡（追構）は、翌;'((じ），りが黒色 I・.中の炉跡を含め

て22軒、掘W柱辻物跡 1棟、貯蔵）IJ のフラスコ状ヒ ノ ト 28),~、媒と思われるヒ ッ ト (I 昴国） 8状などが

ある（第 2図）

第16号住居跡検出状況

第16号住居跡発掘スナ ップ

~ ー-ロ

第16号住居跡土器出土状況

第16号住居跡

第16号住居跡 （第 3図） これまで長岡市内で発見され

た呪＇／又住居跡は直径 3~5 m の 1サ形 、 もしくは辺l3~5m

の）j形に地面を枷Iりドげて l・l:IJ!tと咄を作る そして、内部

に暖房や調FIUIJの炉、柱を立てる柱穴、湿気を防ぐためか隙

際に巡らした狭い溝 (J,'fj溝）が通常の施設としてある

第16 り (U叶跡は脊批文時代 1/ 測l 叶 I りどの呪穴 (U,1~-跡で 、 追跡の

南,,りの嬬近くに第17砂住屈跡と並ぶように位ii'i:していた（第

2図） 直径約5.6mの1リ形で、 /1(1謡忍1(1iからの深さ約40cmほ

どの呪','((¥:)片跡である 第16り/Uけ跡の施設は通常のほかに、

i 鼠 'iのぼ際に輻約I0~60cm 、翡さ約15cmほどのぺ J 卜状施設

がある へ,ト ii~ 施設はこの時期の円形竪'Afl:J,1(跡によく見

られるものである 炉は石を長）j Jf~ に囲い、炉縁のわに飾ら

れた I:器の把和'fl¥分がおかれていた 第 1り(U,叶跡も同じで、

第 1けはさらに飾られた」ー器の把手がおかれた炉の反対側の

床1(1iに、頭部と j,1,j/J宛を欠担した u聞（第 4図 2) が横たわっ

てし、た l船の把 Fで 111=1り改を飾る視象は 、 L誤 JII か岸の宕•

野l恥辿跡には見られず、中追辿跡の特徴である

略穴/U叶はある ·J~Wで［発菜されて尻根や木柱が腐ってなく

なると 、大きな在地となる ）そのtf-.地に周IJl=Iの、1・［し色 I:が流れ

込んで/U片跡がJIじまるとともに、その過程で在地は壊れた I.

悩やイ~Ill になったイ i器などのゴミを投げ捨てるゴミ捨て場と

して再利川されることがある 第:16り住肘跡は（じ），叶跡の在地

をゴミ捨て場として 1り利）IJされており 、打製石斧や凹石など

のゎ器と 、多：んの 1沿怜が出 I・.してしヽ る

一

第17号住居跡
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第16り住店跡出しの上器（第 41><110~13) は、胴部に渦巻

久が貼付されたり (11・12)、f黄）j向の沈線間や渦巻文の間

を綾杉状の沈線で塊めており (10) 、中期中りどの人木 8b式

期から後鮒の人l 木 9式期にかけての I・.器とぢえられる。

第17号住居跡 弟17砂住屈跡は短軸5.6m、長軸6.4mの

佐I斗竹円形をしている竪穴住｝片で、 tl詞内の施設は第;16り住

居跡とほぼf,i]じであるが、炉縁はい器の把手で飾られていな

い。ただし、火種を人れる炉中央の坪甕に飾られた I'.器（第

5図4)が使われていた、1ばが迎う 弟15け住店跡でも飾られ

た卜器（第 41叩116)が地甕であった。上器の把手で炉を飾っ

たり 、飾った 卜器を埋甕に利川することは、火に対する粕神

的なものが感じられる。

第17け住居跡からは、大惜の I・.器のほかに石鏃 ・打製石斧・

凹右 • 石皿などの追物が投げ捨てられた状態で出卜.した ，中

には頭とわ腕を欠捐した I:偶 （第 4図 1)が 1-.岱に虻じって

いた この H閣の碩は第17号住｝片跡から南へ約15m離れた包

ヒスイの大珠
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土偶・人面把手 （右上） • 石棒

合罰から出 1した おそらく 、ケカレを背代わせてた日閲を捨てる際に、頭と

/ll,ijがバラバラになったものであろう

第4図4~9は第17り住居跡出上の上器で、 4・5・7は綾杉状沈線が見ら

れ、第16号住屈跡出 I.:ト器に近い様相をも っている。だが、 6・8・9は縄文

地文の上に沈線で渦巻文を枯'1き、 8は渦巻きをモチーフにしたげ本的な装飾の

把手があり、同じ人;;:~--: 8 b式 1-.器の中でも第16り住屈跡II¥I: の I:浩より古い様

相が見られる 第15り住｝片跡の判甕（第 4図16)も人ー木 8b式の I:器である

中道追跡には1り形の呪'Ai日苫跡のほかに、長）j形の昭'/(住居跡もある 第 5
I 

号や第20号1鳳！｝跡などがそれで、第20け/U叶跡は1和(1iに説かれた 1沿：；（第 4図 第17号住居跡の土器

根固めをした柱穴

第 1号建物跡

根固めをした柱穴
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17) から第16 り • 第17号住），り跡より新しい人木 9式期の住），叶跡と判断される 3 なお、長）j形のI(格'/((主），1,(跡

は、いずれも第 1次発掘調在区の西端部に l-分発見されており 、第 2次発掘調在で残りの部分を発掘して

全体をつかむ］’•定である ッ

第 1号建物跡 昭穴ft),りの柱穴とは比較にならないほど太くて深い穴に柱を立て、立てた柱をわや札1lっ

た卜を突き固めて頑強に根固めをしたものを掘立柱と言い、この枷泣杜で構成している建物を枷泣柱建物

と，iう）麗 ・,:柱建物は掘立柱で間まれた中にIJl:I炉災がないことや、‘／五山県桜町追跡で砂1--Kの柱が出上した

例があるなど、これまでの研究から翡1--Kの建物であるとどえ

られている 第 1り建物跡は石で根固めをした 6本の掘立杜

を長）j形に配i?i':(桁行 2間、梁間 1l!',J) した建物である ）時

期は柱穴出 I:の,~器から中期の終わりごろから後期の初めご

ろと 、 ぢえられる 第 1り建物跡以外に、初 1次発掘調介で

は建物跡を推定できなかったが、石や I:で根固めをしたオr.1l立

柱穴が10本以 I・.発見されている

第22号住居跡 則文時代晩期中ごろの略'./(fl:肘跡で、直

径約6.8mと叫川の第16号 ・初17号(U,片跡と比べて人きい

f) iイiを!'I形に!Jj:/い、柱穴は辺約 2mの）j形に 4本、その外

側にとえの小さい穴がやはり 4本、並んでいた この第22りfl'

店跡の大きな特色は、),K面に火災の痕跡が見られ、1:;町こ焼け

た板材が残っていたことである 研板が焼け残っていたこと

は、竪'/((じ屈の構造を知るうえでし'c爪な1ft料である また、

蚊近住},,;-の外側に J:を盛り I・.げた胤堤惜の{{在が知られるよ

うになった ｝胡堤術は雨水が/1'屈内へ流れ込むのを防ぐ施設

とぢえられている 第22りの咄板は、周堤術を内側から押さ

える板との見）jもあり 、その、点からも注 flされている

第22り住｝，叶跡からは、石鏃 ・If.'製ィi斧 ・11'1石 ・イillll・Jt序石

などのイ ！器と 、多数の I:器が出 I:した 第 4 図22~24は第22

号 fl~}井跡 ： I¥ I: の , ~器で、11縁や頚部に数本の沈線が巡り 、「l

縁は小彼状 11縁 (22・23) となる人伽JC 1式の I・.盛である
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中世の主な遺構・遺物

栖，りは、中Ill:において占、と：長尾氏が拠点とした栖，仔城跡を

中心に栄えたところである 中追辿跡でも中 1止の追構や退物

が発見されている。確実な1!1111:の追構としては Jl'1,-跡が 2カ

所ある いずれも深さ約 2m、円形のぷ11叫り J「戸である JI' 

I; からは1111物や木 ITTLなどの木製，11111が出 l::した その他 、 中,,~

の追物は伴っていないが、 9辺 2 ~ 3mの）j形の＇入を 2 Jふ

細い通路で連結させた辿構が 3カ所ある っ犬井部は崩落して

いるが、中IIしの柏崎市岩野追跡の 「地ド式堀」やI共l東地方の

「地卜式横穴」と 同じ形態である また、追跡の南側に輻約

lm、延長約60mにわたって小ィiから栄人の石が並んでいた 3

珠沙H焼が），出j 辺から出 卜． していることなどから 、 中,,~の道路の

縁ィ，杓しくは圧敷の区両と、思われる これら以外に中 1止の遺

構としては、杜及び杜穴が数本検出している

中jllの遣物としては、珠1HI焼の甕や摺鉢、,'i磁 ．）く 11・染

付．瀬戸などの茶碗や llflの類 、 •):J町 lll l として使川した 「かわ

らけ (1-.師質の I・.器!Ill)」、暖｝｝｝器具として使ったfl.質 I・器

などの陶磁器類と 、lUl、櫛、木の小槌、ru,物の氏板、袴など

の木製11111が、包含脳や)I:戸跡から出 1・.している。木製の1111.は

内外而に、県漆が塗られ、そのうちの 1枚には、内而に朱漆で

「fl!」の字が描かれていた。15111:紀の追物である。

第 1号井戸

第 1号地下式横穴

中世の道？

n
 

珠洲焼の甕．摺鉢 L 
』 皿、櫛、木の小槌など

6『'':-.-~-; ' 
六

, ~~ 星
Ill 

' うで

青磁・天目・染付 曲物の底板・箸など
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第 3図 縄文時代の堅穴住居跡・掘立柱建物跡実測固 (1/120)

- 7 -



W s 
゜

~r. 
會〗f!)-

り
も
）
c

必
杓
悶
＼
、

，
 

□
 

ご＼
8
 

~
 

第 4図 縄文時代の土偶 (1/4) ・土器 (1/8) 実測図
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所ふ収り遺か跡な 所ふ り在か地な コ ド 北緯 東緯 調 査
調査期間 調査原因

市町村 ：遺跡番号
0 , ,, 

0 , " 

面積 m'

'i;; か)~ ~ 、 t ぎ に新.H褐:,県t,;な長か,岡..,, ヽ市 i 
中近辿~跡 1 5 2 0 2 5 37゚25' 138° 19940606 3 7 0 0 圃場柩備
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栖，」｛町い,,追 ~ 1024 

： 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺跡 主 な 遺 物 特記事項

111辺辿跡 集落跡 縄文II 、\"(~ 略＇人 (Uけ跡 22 縄文 1沿怜 :.i:ノテナ（横53.5、

111Jリ]~I晩阻l 掘立柱建物跡 1 縦34.5、深さ 15cm)250箱

7ラスコji(ヒI卜28 石鏃40、イi柏1、石匙3、石錘45

I: 材砂，'4 8 ィ--illll80、凹石180、}料製れ斧80

打製石斧70、1-_i製ir:飾り 5

ヒスイ人:.Ft2、イi棒11、l・.ii'J.¥3

1j11il: Jj: I i 2、直路 1 珠沙1十燒90、N磁笠の陶磁堺如

地卜式横穴 3 60、かわらけ16摘 l、,1--:111[3、

木の小槌1、Hf!物5、粋20
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